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中敷き板 １枚 郵便物落下防止柵 １個

中敷き板

郵便物落下防止柵及び中敷き板は、正しくセットして下さい。

郵便物落下防止柵

レターボックスと壁面の間
に付属のスペーサーを挟み、
木ビスは必ず最後まで
ネジ込んで下さい。

中敷き、状差しを上図の
通りにセットして下さい。
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この取扱い説明書は、必ず使用者の方にお渡し下さい。



●端部や角で手を強く擦ると思わぬケガをする場合がございますのでご注意下さい。

●ポストの内外部の作業の際は、適切な工具・防具を使用して行って下さい。

●扉の開閉の際は、手などを挟まないようご注意下さい。

●開閉時以外は必ず鍵を抜いて下さい。

●防滴仕様となっておりますので屋外での使用が可能です。ただし、台風などの強風時には水が入ることがございます。

安全に対しての配慮は行っておりますが、デザインの特質上パネルが薄く角が鋭角になっておりますので、

パネルの端部や角で指や手を強く擦るとケガをする場合がございます。ご注意して使用下さい。

特にオールステンレス（AAE17A～D）をご使用のお客様はより十分なご注意をお願い申し上げます。

また、ポスト内外部の清掃・補修等の作業の際は、適切な工具・防具を使用して行って下さい。注  意

使用者の方へ

必ずお読みください。



この取扱説明書は、必ず使用者の方にお渡しください。



保証期間

保証期間は商品の

●端部や角で手を強く擦ると思わぬケガをする場合がございますのでご注意下さい。

●ポストの内外部の作業の際は、適切な工具・防具を使用して行って下さい。

●扉の開閉の際は、手などを挟まないようご注意下さい。

●開閉時以外は必ず鍵を抜いて下さい。

防滴仕様となっておりますので屋外での使用が可能です。ただし、台風などの強風時には水が入ることがございます。●

必ずお読みください。

使用者の方へ

安全に対しての配慮は行っておりますが、デザインの特質上パネルが薄く角が鋭角になっておりますので、

パネルの端部や角で指や手を強く擦るとケガをする場合がございます。ご注意して使用下さい。

特にオールステンレス（AAE17A～D）をご使用のお客様はより十分なご注意をお願い申し上げます。

また、ポスト内外部の清掃・補修等の作業の際は、適切な工具・防具を使用して行って下さい。注  意
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AAF15A
Single pole ポストスタンドポール組立・設置 説明書
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ポール /SUS-304  HL  □1.5x60x60

取付ベース /SUS-304 HL  t=1.5

SUS M-4 ナット溶接

取付ベース固定用 下穴 φ4.5

40製品本体

基礎内部用 振れ止め
Ｍ-10 全ネジボルト

1 専用ステンレスポールに設置される場合は、まず
地面に 300x300mm程度の穴を掘り、水平器などで
垂直にポールを設置して下さい。

2 穴にコンクリートを流し込み、固化したら
取付用ベースをポールに、付属のビスで
固定して下さい。

3 最後にポスト本体の扉を開け、内部から取付用ベースに
ビス固定して下さい。
設置状態を確認し問題がなければ、完成です。

コンクリート基礎

取付方法

ステンレスポール

ポスト取付用ベース
（固定用Ｍ-4 ビス 4本付属）

基礎内振れ止め用
全ネジボルト

ポスト本体固定用Ｍ-4 ビス

1本

1枚

1本

梱包部材内容

取付ベース固定用タップ穴ピッチ

この度は、ポスト スタンドポールをお買い上げいただき誠にありがとうございます。
商品到着後、すみやかに検品をお願い致します。本体に傷、付属品の不備などがございましたら
商品到着後 10日以内にご連絡下さい。

4本



※写真は、鍵仕様です。

※写真は、レバー仕様です。

1. ポストの扉を開けます。

2. 固定されているプレートを外し、シリンダー錠を取り外して下さい。

Point

3. 本体の外側より交換する新しい錠を差し込んで下さい。

4. 鍵もしくはレバー錠がまわることを確認していただき完成です。

内側よりプレートでシリンダー錠を
固定します。

外側より新しい錠を差し込みます。

シリンダー錠

プレート

マイナスドライバー

支点

シリンダー錠

プレート

シリンダー錠は、本体の側面内側にプレート
で固定されています。

拡大

プレートが固くて外せない場合は、
マイナスドライバーをプレートの端
の折り曲がった部分にあて、
（右写真の参照）シリンダー錠部分を
支点にしてテコの原理を使って
引き抜いてください。

※写真は、鍵仕様です。

Point
この時、奥までプレートを差し込み
固定してください。



対応製品

このたびは、セキスイデザインワークス（株）製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。
製品到着後、速やかに検品をお願いいたします。本体に傷や付属品等の不備がございましたら、製品到着後10日以内にご連絡ください。
ご使用にあたりましては、取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。この取扱説明書は必ず施主様にお渡しください。

安全上のご注意

警告� 死亡または重傷を負うおそれのある内容です。

使用上のご注意� 重傷を負うおそれのある内容、または物的損害のおそれがある内容です。

お使いになる方やその他の方への危害、損害を未然に防止するため、必ずお守りください。

お守りいただく内容をマークで区分し、説明しています。マークの意味は次の通りです。

行為を強制・指示する内容があることを
告げるものです。禁止の行為であることを告げるものです。

⃝製品の施工は、施工説明書に従い確実に行なってください。
落下などによるケガのおそれがあります。

⃝仕様変更・改造は絶対にしないでください。
ケガの発生や事故のおそれがあります。
（変更、改造、分解された場合は製品の保証を致しかねます）

Max Knobloch社製ポスト
（Vienna・Memphisを除く）
DUNNING（Erika Design Line）

末永くご使用いただくために、定期的なお手入れをお願いいたします（3〜6ヶ月に一度程度）。特に工業地帯でのススや鉄粉が付着しやすい場所や、海岸近
くなど潮風にさらされる場所では、お手入れを怠ると錆を誘発し、腐食やもらい錆を起こす場合があります。

柔らかい布でから拭きをしてください。1
※シンナー・ベンジン・みがき粉・タワシなどを使って清掃することは避けてください。
変色・キズ・塗装の剥離等の原因になります。

お手入れ方法� 定期的にお手入れをする必要があります。

注意
お手入れの際は、安全のため
必ずゴム手袋をお使いください。

この製品は板金製のため
細部までお手入れされる場合、
手を切るおそれがあります。

⃝強い衝撃を与えないでください。
故障の原因になります。

⃝製品の近くでたき火などを使用しないでください。
カタチが変形してしまうおそれがあります。

⃝製品にぶらさがらないでください。
ケガの発生や事故のおそれがあります。

ダイヤル錠 取扱説明書施主様用
保管用



取付方法

1 2ポスト本体の扉を開き、現在設置されている錠を取り外します。

3 ダイヤル錠を解錠した状態（側面にある穴が奥まで見える状態）にし
てください。その状態を保ち、図のようにポストに差し込みます。差
し込む向きはダイヤル錠側面の穴が扉側（手前側）になるようにして
ください。

5 ポスト内部側から付属の【金具】と【ヘラ】を図のようにセットし、【ビス】でしっかりと固定します。ポストによって向きが異なりますので注意してください。

4 ダイヤル錠の裏側（ポスト内部側）から付属の【ナット】でダイヤル錠
を固定します。このとき、ナットのギザギザ面がポスト本体面側にな
るようにしてください。ナットが緩まないようにしっかりと固定してく
ださい。

ダイヤル錠の暗証番号を初期設定の「000」に合わせて図のように
分解します。

Max Knobloch（左ロック）

Max Knobloch（左ロック） Max Knobloch（左ロック）

Max Knobloch（左ロック）

金具の向き 金具の向きヘラの向き ヘラの向き

DUNNING／Max Knobloch（右ロック）

DUNNING
Max Knobloch（右ロック）

DUNNING
Max Knobloch（右ロック）

DUNNING
Max Knobloch（右ロック）

本体のツメ

12時

9時

本体のツメ

12時

3時

穴穴 ギザギザ ギザギザ

ポスト内側

金具

本体のツメ

ビス

ヘラポスト本体

ポスト内側

金具

本体のツメ

ビス

ヘラ ポスト本体

ポスト内部側 外側 ポスト内部側 外側外側 ポスト内部側 外側 ポスト内部側

本体

ナット
金具

ヘラ

ビス

12時と9時の位置にくるようにセット 穴の上にKの刻印がくるようにセット 穴の下にKの刻印がくるようにセット12時と3時の位置にくるようにセット



取付方法

暗証番号の設定・変更方法

6 ダイヤル錠を取り付けたら、扉を閉めて施錠・解錠の確認をします。

施錠時の状態 解錠時の状態 施錠時の状態 解錠時の状態

左に
90度回転

右に
90度回転

Max Knobloch（左ロック） DUNNING／Max Knobloch（右ロック）

① 現在の暗証番号に合わせて、解錠した状態にします。
（図のように番号が横向きになっていて、ダイヤル錠側面
の穴が奥まで見える状態）

② φ2.5mm以下のピン等を穴に挿入します。ピンを挿入し
た状態で、新しく設定したい暗証番号に合わせます。

③ピンを抜くと設定完了です。

暗証番号は何度でも設定できますが、一度解錠する必要があります。
暗証番号を忘れてしまうと解錠および再設定ができなくなりますのでご注意ください。

作業中にダイヤル錠が回らない時は、
暗証番号がしっかりと中央で揃っているか確認してください。

穴

暗証番号 初期設定

000



対応製品
Max Knobloch社製ポスト

（Vienna・Memphisを除く）
DUNNING（Erika Design Line）

このたびは、セキスイデザインワークス（株）製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。
製品到着後、速やかに検品をお願いいたします。本体に傷や付属品等の不備がございましたら、製品到着後10日以内にご連絡ください。

施工は必ずこの説明書に従い、専門業者が正しく施工を行なってください。

警告� 死亡または重傷を負うおそれのある内容です。

施工上のご注意� 重傷を負うおそれのある内容、または物的損害のおそれがある内容です。

お使いになる方やその他の方への危害、損害を未然に防止するため、必ずお守りください。

お守りいただく内容をマークで区分し、説明しています。マークの意味は次の通りです。

行為を強制・指示する内容があることを
告げるものです。禁止の行為であることを告げるものです。

⃝製品の施工は、施工説明書に従い確実に行なってください。
落下などによるケガのおそれがあります。

⃝仕様変更・改造は絶対にしないでください。
ケガの発生や事故のおそれがあります。
（変更、改造、分解された場合は製品の保証を致しかねます）

⃝各部のネジのゆるみがないか確認してください。
⃝不具合、ガタツキ等がないか確認してください。
⃝施錠・解錠がスムーズにおこなえるか確認してください。

施工後の確認

⃝施工時の汚れ落としは、中性洗剤をご使用ください。
シンナー、塩酸などを使用すると、腐食の原因になります。

⃝製品に付着したモルタルやコンクリートなどは速やかに清掃してください。
塗装がはがれたり、腐食の原因になります。

⃝内装・外装工事がある場合には、製品の養生をおこなってください。
リシンなどの塗料がかかると、塗料がはがれたり、
変色の原因になります。

⃝固いものを当てたり、強い衝撃を与えないでください。
故障の原因になります。
また、表面にキズをつけますと腐食の原因になります。

⃝リシンなどの塗料はかけないでください。
ケガの発生や事故のおそれがあります。

⃝製品にぶらさがらないでください。
ケガの発生や事故のおそれがあります。

ダイヤル錠 施工説明書工事店様用
保管用



取付方法

1 2ポスト本体の扉を開き、現在設置されている錠を取り外します。

3 ダイヤル錠を解錠した状態（側面にある穴が奥まで見える状態）にし
てください。その状態を保ち、図のようにポストに差し込みます。差
し込む向きはダイヤル錠側面の穴が扉側（手前側）になるようにして
ください。

5 ポスト内部側から付属の【金具】と【ヘラ】を図のようにセットし、【ビス】でしっかりと固定します。ポストによって向きが異なりますので注意してください。

4 ダイヤル錠の裏側（ポスト内部側）から付属の【ナット】でダイヤル錠
を固定します。このとき、ナットのギザギザ面がポスト本体面側にな
るようにしてください。ナットが緩まないようにしっかりと固定してく
ださい。

ダイヤル錠の暗証番号を初期設定の「000」に合わせて図のように
分解します。

Max Knobloch（左ロック）

Max Knobloch（左ロック） Max Knobloch（左ロック）

Max Knobloch（左ロック）

金具の向き 金具の向きヘラの向き ヘラの向き

DUNNING／Max Knobloch（右ロック）

DUNNING
Max Knobloch（右ロック）

DUNNING
Max Knobloch（右ロック）

DUNNING
Max Knobloch（右ロック）

本体のツメ

12時

9時

本体のツメ

12時

3時

穴穴 ギザギザ ギザギザ

ポスト内側

金具

本体のツメ

ビス

ヘラポスト本体

ポスト内側

金具

本体のツメ

ビス

ヘラ ポスト本体

ポスト内部側 外側 ポスト内部側 外側外側 ポスト内部側 外側 ポスト内部側

本体

ナット
金具

ヘラ

ビス

12時と9時の位置にくるようにセット 穴の上にKの刻印がくるようにセット 穴の下にKの刻印がくるようにセット12時と3時の位置にくるようにセット



取付方法

暗証番号の設定・変更方法

6 ダイヤル錠を取り付けたら、扉を閉めて施錠・解錠の確認をします。

施錠時の状態 解錠時の状態 施錠時の状態 解錠時の状態

左に
90度回転

右に
90度回転

Max Knobloch（左ロック） DUNNING／Max Knobloch（右ロック）

① 現在の暗証番号に合わせて、解錠した状態にします。
（図のように番号が横向きになっていて、ダイヤル錠側面
の穴が奥まで見える状態）

② φ2.5mm以下のピン等を穴に挿入します。ピンを挿入し
た状態で、新しく設定したい暗証番号に合わせます。

③ピンを抜くと設定完了です。

暗証番号は何度でも設定できますが、一度解錠する必要があります。
暗証番号を忘れてしまうと解錠および再設定ができなくなりますのでご注意ください。

作業中にダイヤル錠が回らない時は、
暗証番号がしっかりと中央で揃っているか確認してください。

穴

暗証番号 初期設定

000
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